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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第69期

第２四半期
連結累計期間

第70期
第２四半期
連結累計期間

第69期

会計期間
自  平成24年10月１日

至  平成25年３月31日

自  平成25年10月１日

至  平成26年３月31日

自  平成24年10月１日

至  平成25年９月30日

売上高 （百万円） 21,527 22,336 44,950

経常利益 （百万円） 1,836 1,069 3,520

四半期（当期）純利益 （百万円） 1,259 728 2,250

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 3,544 1,721 5,425

純資産額 （百万円） 24,051 27,174 25,694

総資産額 （百万円） 45,330 49,641 46,474

１株当たり四半期（当期）純
利益金額

（円） 30.43 17.60 54.39

潜在株式調整後１株当たり
四半期（当期）純利益金額

（円） 30.38 17.56 54.28

自己資本比率 （％） 53.0 54.6 55.2

営業活動によるキャッシュ・
フロー

（百万円） 1,510 1,657 4,206

投資活動によるキャッシュ・
フロー

（百万円） △912 △1,494 △2,271

財務活動によるキャッシュ・
フロー

（百万円） △354 348 △825

現金及び現金同等物の四半期
末（期末）残高

（百万円） 6,970 9,057 8,207
 

　

回次
第69期

第２四半期
連結会計期間

第70期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自  平成25年１月１日

至  平成25年３月31日

自  平成26年１月１日

至  平成26年３月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 15.72 8.54
 

(注) １  当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２  売上高には、消費税等は含まれておりません。

　

２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている

事業の内容に重要な変更はありません。また、主要な関係会社についても異動はありません。

　

EDINET提出書類

ホソカワミクロン株式会社(E01676)

四半期報告書

 2/21



第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の異常な変

動等、または前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありま

せん。

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会

社）が判断したものであります。

　

(1)　業績の状況

当第２四半期連結累計期間における世界経済は、米国では、個人や企業の景況感は良好であり、住宅

価格や株価の上昇等、緩やかながら回復基調を維持しております。また、欧州では、ユーロ圏の実質Ｇ

ＤＰ成長率が３四半期連続でプラス成長を維持し、回復の裾野が広がり始めております。アジアにおい

ては、中国経済が景気減速の兆候を示しており、金融市場の不安定な状況と合わせ、成長率が鈍化して

いくと思われます。一方、日本は、特に消費税率引き上げ前の駆け込み需要を背景に個人消費が高い伸

びになるなど、景気の回復基調が続いております。しかしながら、多くの企業は依然設備投資に対する

慎重な姿勢を崩しておらず、経済環境の回復基調のような伸びは見られておりません。

　
このような経済環境の中、当第２四半期連結累計期間の業績は、受注高は270億２千９百万円(前年同

期比18.2％の増加)、受注残高は198億７千１百万円(前年同期比12.1％の増加)、売上高は223億３千６

百万円(前年同期比3.8％の増加)となりました。

利益面におきましては、原価率の上昇及び経費の増加などにより、営業利益は11億１千１百万円(前

年同期比37.1％の減少)、経常利益は10億６千９百万円(前年同期比41.8％の減少)、四半期純利益は７

億２千８百万円(前年同期比42.2％の減少)となりました。

セグメントの業績は次のとおりであります。

　

①粉体関連事業

当事業は、粉砕・分級装置、混合・乾燥装置及び日本市場においての大気汚染防止装置、製品捕集

用集塵装置、精密空調制御装置等の製造販売、複合ナノ粒子を中心とした新素材開発とその商品化並

びに微粉体受託加工サービスを提供するホソカワミクロングループの主力分野であります。食品市場

向けや医薬市場向け受注が好調であったため、受注高は増加しましたが、製造原価・販売管理費の増

加等により、セグメント利益（営業利益）は減少しました。

この結果、受注高は200億６千万円(前年同期比6.5％の増加)、受注残高は148億５千９百万円(前年

同期比3.1％の増加)となり、売上高は170億７千１百万円（前年同期比1.7％の減少）、セグメント利

益(営業利益)は14億８千３百万円（前年同期比33.0％の減少)となりました。
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②プラスチック薄膜関連事業

当事業は、単層から多層の各種プラスチック高機能フィルム製造装置の開発・製造・販売を行って

おります。

米国市場が好調に推移し、受注・売上ともに大幅増となりました。

この結果、受注高は43億６千万円(前年同期比38.4％の増加)、受注残高は34億７千２百万円(前年

同期比24.4％の増加)となり、売上高は36億３千６百万円（前年同期比17.6％の増加）、セグメント

利益(営業利益)は１億２千３百万円（前年同期比60.8％の増加)となりました。

　

③製菓関連事業

当事業は、欧米を中心にハードキャンディ、チョコレート、ベーカリーなどの製菓装置の製造販

売・エンジニアリングを手掛けております。米国市場向け大型案件が寄与し、受注高及び受注残高は

増加いたしました。また、期初受注残高が多かったことにより売上高も増加いたしました。

この結果、受注高は26億９百万円(前年同期比193.6％の増加)、受注残高は15億４千万円(前年同期

比194.3％の増加)となり、売上高は16億２千８百万円（前年同期比53.2％の増加）、セグメント利益

(営業利益)は５百万円(前年同期は７千１百万円の営業損失)となりました。

　

(2)　財政状態の分析

当第２四半期連結会計期間末の財政状態については、前連結会計年度末に比べ、総資産は主に現金及

び預金、受取手形及び売掛金の増加により31億６千７百万円増加し、496億４千１百万円となりまし

た。

負債は主に前受金、長期借入金の増加により16億８千６百万円増加し、224億６千６百万円となりま

した。

純資産は主に為替が円安に振れたことにより為替換算調整勘定のマイナスが減少したこと及び利益剰

余金の増加などにより、14億８千万円増加し、271億７千４百万円となりました。

　

(3)　キャッシュ・フローの状況の分析

当第２四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べ８億５千万円

増加し、90億５千７百万円（前年同期比29.9％の増加）となりました。各キャッシュ・フローの概要

は、次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動によるキャッシュ・フローは16億５千７百万円の増加（前年同期比１億４千６百万円の増

加)となりました。資金の増加要因として、たな卸資産の減少、仕入債務及び前受金の増加がある一

方、資金の減少要因は、税金等調整前四半期純利益の減少によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動によるキャッシュ・フローは14億９千４百万円の減少（前年同期比５億８千１百万円の減

少）となりました。主として有形固定資産の取得による支出によるものであります。
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（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動によるキャッシュ・フローは３億４千８百万円の増加（前年同期比７億３百万円の増加)と

なりました。資金の増加要因として、長期借入金による収入がある一方、資金の減少要因は、長期借入

金の返済によるものであります。

　

(4)　事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変

更及び新たに生じた課題はありません。

　

(5)　研究開発活動

当第２四半期連結累計期間における当社グループが支出した研究開発費の総額は４億４千４百万円で

あります。

なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はあり

ません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

①【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 99,347,000

計 99,347,000
 

　

②【発行済株式】

　

種類

第２四半期会計期間末

現在発行数(株)

(平成26年３月31日)

提出日現在

発行数(株)

(平成26年５月12日)

上場金融商品取引所

名又は登録認可金融

商品取引業協会名

内容

普通株式 43,076,347 43,076,347
東京証券取引所　　
  (市場第一部)

単元株式数　　　
1,000株

計 43,076,347 43,076,347 － －
 

　

(2) 【新株予約権等の状況】

当第２四半期会計期間において発行した新株予約権は、次のとおりであります。

　

決議年月日 平成25年12月17日

新株予約権の数(個) 324　(注)　１

新株予約権のうち自己新株予約権の数(個) ―

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数(株) 32,400

新株予約権の行使時の払込金額 １株当たり１円

新株予約権の行使期間 平成26年１月15日～平成56年１月14日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の発
行価格及び資本組入額

発行価格　　　666円(注)　４

資本組入額　　333円(注)　２

新株予約権の行使の条件 (注)　３

新株予約権の譲渡に関する事項
譲渡による新株予約権の取得については、当社取締役会
の承認を要するものとする。

代用払込みに関する事項 ―

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 (注)　５
 

(注)　１　新株予約権１個当たりの目的となる株式数は、100株であります。

２　新株予約権の行使により株式を発行する場合における増加する資本金及び資本準備金に関する事

項

(1)新株予約権の行使により株式を発行する場合において増加する資本金の額は、会社計算規則第17条第1

項の規定に従い算出される資本金等増加限度額の2分の1の金額とし、計算の結果1円未満の端数が生じ

たときは、その端数を切り上げるものとする。

(2)新株予約権の行使により株式を発行する場合において増加する資本準備金の額は、上記(1)記載の資本

金等増加限度額から上記(1)に定める増加する資本金の額を減じた金額とする。
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３　新株予約権の行使の条件

(1)新株予約権者は、当社の取締役、執行役員のいずれの地位を喪失した日の翌日から10日を経過する日

までの間に限り行使することができる。

(2)新株予約権者が死亡した場合、新株予約権が、新株予約権者の法定相続人のうちの１名（以下「相続

承継人」という。）のみに帰属した場合に限り、相続承継人は次の各号の条件のもと、本契約に従っ

て新株予約権を行使することができる。ただし、刑法犯のうち、重大な事犯を行ったと認められる者

は、相続承継人となることができない。

①相続承継人が死亡した場合、その相続人は新株予約権を相続することはできない。

②相続承継人は、相続開始後10ヶ月以内かつ権利行使期間の最終日までに甲所定の相続手続を完了し

なければならない。

③相続承継人は、平成26年１月15日から平成56年１月14日までの所定の行使期間内で、かつ、当社所

定の相続手続完了時から２ヶ月以内に限り新株予約権を行使することができる。

４　発行価格は、新株予約権の行使時の払込金額（１株当たり１円）と付与日における新株予約権の

公正な評価単価（１株当たり６６５円）を合算しております。

５　組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項

当社が、合併（当社が合併により消滅する場合に限る。）、吸収分割、新設分割、株式交換または株式移

転（以上を総称して以下、「組織再編行為」という。）をする場合において、組織再編行為の効力発生日

において残存する新株予約権（以下、「残存新株予約権」という。）については、会社法第236条第１項8

号イからホまでに掲げる株式会社（以下、「再編対象会社」という。）の新株予約権を以下の条件に基づ

き、新株予約権者に交付することとする。この場合においては、残存新株予約権は消滅し、再編対象会社

の新株予約権を新たに交付するものとする。ただし、以下の条件に沿って再編対象会社の新株予約権を交

付する旨を、合併契約、吸収分割契約、新設分割計画、株式交換契約または株式移転計画において定めた

場合に限るものとする。

(1)交付する再編対象会社の新株予約権の数

新株予約権者が保有する残存新株予約権の数と同一の数を交付するものする。

(2)新株予約権の目的である再編対象会社の株式の種類

再編成対象会社の普通株式とする。

(3)新株予約権の目的である再編対象会社の株式の数

組織再編成行為の条件等を勘案の上、決定する。

(4)新株予約権の行使に際して出資される財産の価額

交付される新株予約権の行使に際して出資される財産の価額は、以下に定める再編後行使価額に当該各

新株予約権の目的となる株式数を乗じて得られる金額とする。再編後行使価額は、交付される新株予約

権を行使することにより交付を受けることができる再編対象会社の株式１株当たりの金額を1円とす

る。

(5)新株予約権を行使することができる期間

上記「新株予約権の行使期間」に定める新株予約権を行使することができる期間の開始日と組織再編行

為の効力発生日のうちいずれか遅い日から、上記「新株予約権の行使期間」に定める新株予約権の行使

期間の満了日までとする。

(6)新株予約権の行使により株式を発行する場合における増加する資本金及び資本準備金に関する事項

上記「新株予約権の行使により株式を発行する場合の発行価格及び資本組入額」に準じて決定する。
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(7)新株予約権の譲渡制限

譲渡による新株予約権の取得については、再編対象会社の取締役会の承認を要するものとする。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日

発行済株式

総数増減数

(株)

発行済株式

総数残高

(株)

資本金増減額

 

(百万円)

資本金残高

 

(百万円)

資本準備金

増減額

(百万円)

資本準備金

残高

(百万円)

平成26年1月１日～

平成26年３月31日
― 43,076,347 ― 14,496 ― 3,206

 

　

(6) 【大株主の状況】

平成26年３月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

株式会社日清製粉グループ本社 東京都千代田区神田錦町１－25 2,500 5.80

日本マスタートラスト信託銀行株
式会社(信託口)

東京都港区浜松町２－11－３ 1,738 4.03

三井住友信託銀行株式会社 東京都千代田区丸の内１－４－１ 1,500 3.48

株式会社三井住友銀行 東京都千代田区丸の内１－１－２ 1,410 3.27

日本トラスティ・サービス信託銀
行株式会社(信託口)

東京都中央区晴海１－８－11 1,164 2.70

細川悦男 大阪府豊中市 1,039 2.41

日清エンジニアリング株式会社 東京都中央区日本橋小網町14－１ 1,031 2.39

株式会社京都銀行
京都府京都市下京区烏丸通松原上る薬師前
町700

1,000 2.32

ホソカワミクロン取引先持株会 大阪府枚方市招提田近１－９ 831 1.93

細川泰史 大阪府吹田市 822 1.91

計 ― 13,037 30.27
 

(注)　１　上記のほか当社保有の自己株式1,708千株(4.0%)があります。

２　上記の所有株式数のうち、信託業務に係る株式数は、次のとおりであります。

日本マスタートラスト信託銀行株式会社　　　　　　　　1,738千株

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社　　　　　　1,164千株
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(7) 【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成26年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 　 － － －

議決権制限株式（自己株式等） 　 － － －

議決権制限株式（その他） 　 － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式） 　

－
権利内容に何ら限定の
ない当社における標準
となる株式普通株式 1,708,000

完全議決権株式（その他） 普通株式 40,980,000 40,980 同上

単元未満株式 普通株式 388,347 － 同上

発行済株式総数 　 43,076,347 － －

総株主の議決権 　 － 40,980 －
 

(注)　単元未満株式数には当社所有の自己株式529株が含まれております。

　

②【自己株式等】

平成26年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数に
対する所有株式数

の割合(％)

（自己保有株式）

ホソカワミクロン
株式会社

大阪府枚方市招
提田近１丁目９
番地

1,708,000 － 1,708,000 3.97

計 － 1,708,000 － 1,708,000 3.97
 

　

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平

成19年内閣府令第64号）に基づいて作成しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成26年１

月１日から平成26年３月31日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成25年10月１日から平成26年３月

31日まで）に係る四半期連結財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受

けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成25年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(平成26年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 8,237 9,088

受取手形及び売掛金 10,563 10,989

製品 1,915 1,645

仕掛品 2,364 2,522

原材料及び貯蔵品 2,439 2,757

繰延税金資産 495 522

その他 1,441 1,657

貸倒引当金 △175 △172

流動資産合計 27,282 29,011

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 9,014 10,633

機械装置及び運搬具（純額） 2,347 2,518

土地 4,781 4,814

建設仮勘定 885 304

その他（純額） 553 600

有形固定資産合計 17,583 18,870

無形固定資産

のれん 15 12

その他 254 239

無形固定資産合計 270 252

投資その他の資産

投資有価証券 805 955

繰延税金資産 263 274

その他 282 285

貸倒引当金 △13 △9

投資その他の資産合計 1,338 1,506

固定資産合計 19,192 20,629

資産合計 46,474 49,641
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成25年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(平成26年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 4,751 4,780

1年内返済予定の長期借入金 685 526

未払費用 2,389 2,080

未払法人税等 301 203

繰延税金負債 174 248

前受金 2,367 3,466

賞与引当金 299 283

役員賞与引当金 60 40

製品保証引当金 724 825

受注損失引当金 11 －

その他 1,144 1,006

流動負債合計 12,912 13,462

固定負債

長期借入金 2,854 3,648

退職給付引当金 4,810 5,157

繰延税金負債 26 26

その他 176 171

固定負債合計 7,868 9,004

負債合計 20,780 22,466

純資産の部

株主資本

資本金 14,496 14,496

資本剰余金 5,206 5,204

利益剰余金 11,229 11,709

自己株式 △1,291 △1,289

株主資本合計 29,641 30,120

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 19 12

為替換算調整勘定 △3,358 △2,293

在外子会社の年金債務調整額 △651 △715

その他の包括利益累計額合計 △3,989 △2,996

新株予約権 42 50

純資産合計 25,694 27,174

負債純資産合計 46,474 49,641
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年10月１日
　至 平成25年３月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年10月１日
　至 平成26年３月31日)

売上高 21,527 22,336

売上原価 13,959 14,793

売上総利益 7,567 7,543

販売費及び一般管理費
※１ 5,800 ※１ 6,431

営業利益 1,766 1,111

営業外収益

受取利息 23 22

受取配当金 3 4

持分法による投資利益 10 13

為替差益 67 －

その他 28 40

営業外収益合計 133 79

営業外費用

支払利息 21 20

為替差損 － 24

その他 41 76

営業外費用合計 63 121

経常利益 1,836 1,069

特別利益

固定資産売却益 51 8

特別利益合計 51 8

特別損失

固定資産処分損 37 7

減損損失 17 －

特別退職金 10 36

特別損失合計 65 44

税金等調整前四半期純利益 1,822 1,034

法人税等 563 305

少数株主損益調整前四半期純利益 1,259 728

四半期純利益 1,259 728
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年10月１日
　至 平成25年３月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年10月１日
　至 平成26年３月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 1,259 728

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 159 △7

為替換算調整勘定 2,192 1,065

在外子会社の年金債務調整額 △67 △64

その他の包括利益合計 2,284 993

四半期包括利益 3,544 1,721

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 3,544 1,721

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年10月１日
　至 平成25年３月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年10月１日
　至 平成26年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 1,822 1,034

減価償却費 451 553

貸倒引当金の増減額（△は減少） △24 △18

賞与引当金の増減額（△は減少） △162 △16

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △24 △19

製品保証引当金の増減額（△は減少） 77 50

受注損失引当金の増減額（△は減少） － △11

退職給付引当金の増減額（△は減少） 24 121

受取利息及び受取配当金 △27 △26

支払利息 21 20

持分法による投資損益（△は益） △10 △13

固定資産売却損益（△は益） △51 △8

固定資産処分損益（△は益） 36 7

売上債権の増減額（△は増加） 2,439 73

たな卸資産の増減額（△は増加） △228 166

仕入債務の増減額（△は減少） △1,412 △142

前受金の増減額（△は減少） △266 930

その他 △471 △662

小計 2,195 2,039

利息及び配当金の受取額 25 26

利息の支払額 △20 △20

法人税等の支払額 △690 △387

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,510 1,657

投資活動によるキャッシュ・フロー

有価証券の取得による支出 △0 △148

有形固定資産の取得による支出 △1,048 △1,328

有形固定資産の売却による収入 132 9

無形固定資産の取得による支出 △16 △26

その他 19 －

投資活動によるキャッシュ・フロー △912 △1,494

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入れによる収入 50 1,093

長期借入金の返済による支出 △188 △497

自己株式の取得による支出 △2 △0

配当金の支払額 △206 △248

その他 △7 －

財務活動によるキャッシュ・フロー △354 348

現金及び現金同等物に係る換算差額 652 339

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 895 850

現金及び現金同等物の期首残高 6,075 8,207

現金及び現金同等物の四半期末残高
※１ 6,970 ※１ 9,057
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【注記事項】

　
(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

　

当第２四半期連結累計期間

(自　平成25年10月１日　至　平成26年３月31日)

　　税金費用の計算

当社及び一部の連結子会社は、当連結会計年度の税金等調整前四半期純利益（損失)に対する税効果会計適
用後の実効税率を合理的に見積り、税金等調整前四半期純利益（損失）に当該見積実効税率を乗じた税金費用
を計算する方法を採用しております。

　
　

　

 

　

(四半期連結損益計算書関係)

※１  販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

　
前第２四半期連結累計期間
(自  平成24年10月１日
  至  平成25年３月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成25年10月１日
  至  平成26年３月31日)

給料手当 2,139百万円 2,508百万円

法定福利費 623百万円 739百万円
 

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※１  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

は、次のとおりであります。

前第２四半期連結累計期間
(自  平成24年10月１日
  至  平成25年３月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成25年10月１日
  至  平成26年３月31日)

現金及び預金勘定 7,011百万円 現金及び預金勘定 9,088百万円

預入期間が３か月を超える定期預金 △41百万円 預入期間が３か月を超える定期預金 △30百万円

現金及び現金同等物 6,970百万円 現金及び現金同等物 9,057百万円
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(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間（自  平成24年10月１日  至  平成25年３月31日）

１  配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年12月18日
定時株主総会

普通株式 206 5.00 平成24年９月30日 平成24年12月19日 利益剰余金
 

　

２  基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期

間の末日後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年５月10日
取締役会

普通株式 248 6.00 平成25年３月31日 平成25年６月17日 利益剰余金
 

　

当第２四半期連結累計期間（自  平成25年10月１日  至  平成26年３月31日）

１  配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年12月17日
定時株主総会

普通株式 248 6.00 平成25年９月30日 平成25年12月18日 利益剰余金
 

　

２  基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期

間の末日後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年５月９日
取締役会

普通株式 310 7.50 平成26年３月31日 平成26年６月16日 利益剰余金
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自  平成24年10月１日  至  平成25年３月31日）

　１  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

　
報告セグメント

合計
調整額
(注１)

四半期
連結損益計算書

計上額
(注２)

粉体関連事業
プラスチック
薄膜関連事業

製菓関連事業

売上高 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 17,372 3,091 1,063 21,527 － 21,527

  セグメント間の内部売上
高又は振替高

9 － 0 10 △10 －

計 17,382 3,091 1,064 21,537 △10 21,527

セグメント利益利益又は損
失（△）

2,213 76 △71 2,218 △451 1,766
 

(注) １　セグメント利益又は損失の調整額△451百万円は、主に各報告セグメントに配分していない全社費用であり

ます。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２　セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　
Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自  平成25年10月１日  至  平成26年３月31日）

　１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

　
報告セグメント

合計
調整額
(注１)

四半期
連結損益計算書

計上額
(注２)

粉体関連事業
プラスチック
薄膜関連事業

製菓関連事業

売上高 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 17,071 3,636 1,628 22,336 － 22,336

  セグメント間の内部売上
高又は振替高

0 － 181 182 △182 －

計 17,071 3,636 1,810 22,518 △182 22,336

セグメント利益 1,483 123 5 1,612 △500 1,111
 

(注) １　セグメント利益の調整額△500百万円は、主に各報告セグメントに配分していない全社費用であります。全

社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算

定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第２四半期連結累計期間
(自  平成24年10月１日
  至  平成25年３月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成25年10月１日
  至  平成26年３月31日)

(1) １株当たり四半期純利益金額 30円43銭 17円60銭

(算定上の基礎) 　 　

四半期純利益金額(百万円) 1,259 728

普通株主に帰属しない金額(百万円) － －

普通株式に係る四半期純利益金額(百万円) 1,259 728

普通株式の期中平均株式数(千株) 41,375 41,370

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 30円38銭 17円56銭

(算定上の基礎) 　 　

四半期純利益調整額(百万円) － －

普通株式増加数(千株) 70 101

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株
当たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜
在株式で、前連結会計年度末から重要な変動が
あったものの概要

－ －

 

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２ 【その他】

第70期(平成25年10月１日から平成26年９月30日まで)中間配当については、平成26年５月９日開催の

取締役会において、平成26年３月31日の最終の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、次のとおり

中間配当を行うことを決議いたしました。

①配当金の総額　　　　　　　　　　　　　　　310百万円

②１株当たりの金額　　　　　　　　　　　　　　　7.5円

③支払請求権の効力発生日及び支払開始日　　　平成26年６月16日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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有限責任 あずさ監査法人

指定有限責任社員
業務執行社員

　公認会計士　 姫　岩　　康　雄　　　 印

指定有限責任社員
業務執行社員

　公認会計士　　溝　　　　静　太　　　　印

独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成26年５月12日

ホソカワミクロン株式会社

取締役会  御中

　

 

　

 

　
 

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているホ

ソカワミクロン株式会社の平成25年10月１日から平成26年９月30日までの連結会計年度の第２四半期連結会
計期間(平成26年１月１日から平成26年３月31日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成25年10月１日から
平成26年３月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計
算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビュー
を行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して

四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示の
ない四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用す
ることが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半
期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実

施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国にお
いて一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定され
た手続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ホソカワミクロン株式会社及び連結子会社
の平成26年３月31日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及び
キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められ
なかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

報告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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